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窒素施肥量が異なるリンゴ園土壌における養水分特性
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プより7～ 10日 ごとに土壌溶液を採取し,溶液の陽イオン1 は じ め に
濃度は原子吸光法で,陰イオン濃度はイオンクロマトグラ

長年にわたって窒素の施肥量のみを変えて処理してきた  フィーで分析し,土壌水分の移行量に乗じて算出した。
リンゴ園において,施肥量の相違が土壌の物理性,樹の根

3 試験結果及び考察
群分布,土壌中の養水分の動態に及ぼす影響を検討した。

(0 当は場の土壌は褐色森林土に由来し,その断面は深
さ70cmま では黒褐色で,それ以下は黄褐色であった。根群

分布は,土色の違いにはあまり関係がなかった。根の本数
は,4N区がいずれの太さにおいても多い傾向にあり,根
断面積合計値でみても,4N区で37市 ,ON区で19面 と,
4N区の方が約 2倍高い値であった。一方,根群の深さで
は,ON区では深さ100cm以下にもみられ,やや深い傾向
がみられた。

(2)保水性は,深さ40mの土壌では 0～ 1000cllH,0の

上壌水分吸引圧の範囲で,深さ80clの土壌では30～ 1000c■

H20の同範囲で,いずれもON区の方が体積水分率の変
化が大きく,こ のことから乾燥状態での有効水分の供給能

はON区のほうが高いことが考えられた (図 1)。

図 1 深さ別の土壌水分吸引圧と体積水分率の関係

13)透水性では,土壌水分吸引庄の上昇 (乾燥の進行)
とともに不飽和透水係数は低下し,そ の程度は4N区の方
がON区より大きく,特に深さ80cmで は区間の比が35倍 に

まで拡大した。土壌水分吸引圧が100clH20(pF 2)に ヒ

昇すると, ON区 の深さ80cloを 除き,不飽和透水係数は
10'～108オ ーダーに低下し,こ の値以上の土壌水分吸引

圧下ではグルシー流 (毛管流)に よる水分の移行はかなり

少ないものと考えられた (図 2)。

14)深さ80cmの水分の移行は,乾燥初期にわずかに 卜方
への動きが認められたものの,総体的には下方への動きが

ほとんどであった。1997年 4月 21日 ～12月 1日 までの降水

量 (灌水含む)905mmに対し,多量の降雨が短期FE5に集中

した時期を除き,上昇,下降分の差し引きとして150～ 250

2試 験 方 法

(1)供試園

当場内 (福島市飯坂町)の リンゴ `紅玉./マルバカイ
ドウ (1966年 3月 ,3年生苗木定植)園を供試した。この
園では長期にわたる窒素施肥試験を4処理区で実施してい

て2),今回の調査は窒素施肥を行わないON区と施肥量が

最も多い4N区で行った。 1区の大きさは175× 27mで ,

各区 6樹ずつ植栽し,オーチャードグラスの全面草生で管

理した。施llEは ,窒素は硝安,リ ン酸は苦土電焼 リン,加
里は硫酸カリを用い,10a当 たりそれぞれ O kg(ON区 )
又は20kg(4N区 ),5128,10kg(各区共通)を 3月 中旬
に全量施用した。

12)調査方法

1)根群分布及び土壌特性 1998年 9月 ,主幹より2
m離れた場所に10× 15m,深 さ 12mの穴を掘り,根群
分布は,横幅 lmの上壌断面上の根の本数を太さ別 (2 mm

未満,2～ 4Ш ,4～ 6m,6～ 8珈 , 8～ 10皿 ,10画以
上)に調査した。次いで,未攪乱土壌を深さ別に,100ml

円筒 (保水性用)と直径10cm,深さ4 cmの円筒 C味性用)
にそれぞれ採取した。保水性は土壌水分吸引圧と体積水分

率の関係でみることとし,体積水分率は土壌水分吸引圧が

32cnH2o(pF1 5)で は砂柱法,160cmH20(pF2 2)で
は加圧板法, 1000cmH 20(pF3 0),1601Xlc lH,0● F42)

では遠心法で測定した。透水性 (不飽和透水係数)は ,加
圧法で行い,土壌水分吸引圧が100cnH2 0(pF2 0)ま での

値を測定した。

2)土壌水分の移行量 1997年 4月 に,深さ70m,90
clnに テンシオメーターを埋設し,同月下旬より,ほぼ 1日

間隔で12月上旬まで土壌水分吸引圧 (P70,P90:mH2o)
を計測した。水分の移行量は,HASEGAWAら の方法 1)

に準じ,(P90-P70+20)/20の 動水勾配に不飽和透水係
数を乗じて算出した。

3)養分の移行量 深さ80cnに埋設したポーラスカッ
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表 1 深さ80cnにおける養分の溶脱量推定
(1997年 4月 21日～12月 1日 )単 位 g/10a

ON区―N   547  101  446     -
4N区―N  1644 31   1613      -

図2 深さ別の土壌水分吸引圧と透水係数の関係

図3 旬ごとの降水量及び深さ80cnにおける水分移行
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(N00 Cl.SO`2)の当量合計値で除した比は,深 さ
20mか ら80mま で深くなるほど,ON区 では110か ら072
に,4N区では080か ら074に低下し,そ の程度は ON区
のほうが大きかった。

ON区―Ca0 3567  1349  2218
4N区―Ca0 6690  121  6568

497
407

4 ま め

ON区―Mg0 686  252  435

ON区―K20 845  337  507
4N区―K20 232   3  228 0 14

注 ダルシー流による移行量合計,2反復平均

Imが下層に浸透していると推定された。この量は,リ ンゴ

園での根群分布からみて,地下へ流出しているものと考え

られた (図 3)。

6)深さ80cmにおける土壌養分の下方へ移行する,いわ
ゆる溶脱量は,窒素,石灰,苦上については4N区の方が ,

加里はON区の方が高い値を示した。窒素の浸透量に対し,

石灰は41～50倍 ,苦十は08～10倍,加里は01～11倍と

なり.前 2者の溶脱量は処理区間の差が小さいことから,

窒素の溶脱に比例するものと考えられた (表 1)。 なお ,

陽イオン (Ca2,Mg2,K・ )の当量合計値を陰イオン

窒素の施肥量が多いと,透水性,保水性の低下がみられ,

また,窒素のみならず石灰,苦土の溶脱量が多かった。一

方,こ のことは苦上/加里の当量比 (適正範囲15～ 20以

上)が窒素施肥が多いと低下しやすいことを意味し,窒素

施肥の弊害の方が大きいと考えられた。
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